
第 10 期 事業報告書及び次年度計画 

令和 5 年 11 月 1 日から令和 6 年 10 月 31 日まで 

 

一般社団法人祐紀会 

1 今年度の総括 

① 子ども第三の居場所及び保育園の建物が完成 

② 認可外保育園の開始 

就労継続支援 B 型の生産活動の概要 

（1） 武道具 

① 物価高騰・原材料費高騰により、武道具の売上がこの数年で低迷した 

② 修理等は順調に安定しているが、利益率の高い武道具販売が低迷のため、前年度より

400 万程度減少 

3 障害福祉サービス事業 

③ 就労継続支援 B 型  

・稼働率 30％程度におさまり、事業所運営は厳しい 

    ④ 児童発達支援・放課後等デイサービス 

     ・稼働率 80％が定着しているため安定 

     ・来春、卒業や入所等で退所する利用者がいるため、対策を講じる必要がある 

4 地域福祉 

    ⑤ こども支援事業 

     ・6 月に子ども第三の居場所が開所：メディアや雑誌等に広く取り上げられた 

     ・役所等の連携は、異動等により 11 月まで待って欲しいとのこと 

     ・民生委員、児童委員、学校や地元企業と連携を図りながら地域の福祉に取り組む 

     ・7 月に認可外保育園が開園 

5 今年度の成果と次年度の課題及び計画 

（2） 今年度の成果 

① 子ども第三の居場所 6 月 13 日 開所 

② 認可外保育園 7 月 1 日 開園 

③ 認可前提の事前協議書受理 9 月 26 日付 

（3） 次年度の課題及び計画 

① 保育士・栄養士・看護師・調理師の人員確保 

② ＳＮＳ等を活用して子ども第三の居場所の活動を広める 

③ 4 月の認可保育園に向けての準備 

 


